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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

～ 「おけら詣り」 ～

京都の年末の風物詩と言えば「おけら詣り」があげられます。

八坂神社が有名ですが、北野天満宮でも古くから行われています。大晦

日の夜19時半に火の神である火之御子社にて新しい鑽火が切り出され、

2時〜翌3時まで境内に設けられたかがり火から火縄へと火を貰う 「火縄

授与(天満宮のおけら詣)」が行われます。 その火が消えないようグルグル

と回して火種に風を送りながら家路を急ぎ、無事に火を消さずに持ち帰っ

たら、火縄から神棚のロウソクを灯したり、お雑煮など料理を作るときの火

種にして１年の無病息災を祈願します。 そして燃え残った火縄は「火伏せ

のお守り」として台所へ飾ります。  「おけら参り」の名の由来は灯篭に厄除

けに効果があるとされる朮の根茎がくべられることからきています。 おけら

は火で燃やすと臭いがでるので、昔の人はそれが、疫神を追い払うと考え

たようですが、実際、その根は古くから漢方の健胃薬として知られています。

山野に生えるキク科の多年草で、かつては京都市周辺の山麓に広く自生

して、大原女が売り歩いたと言われます。 古名をウケラといい万葉集でも

「おけら」が登場する首がいくつかあります。平安時代よりお正月の行事に

欠かすことのできない屠蘇散にも主薬として配合されていました。
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